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●
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
民
間
企

業
と
の
給
与
格
差
を
是
正

す
る
た
め
、
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
０
．

０
５
月
分
引
き
下
げ
る
も

の
で
す
。

（
賛
成
９
名
）

問
　

支
給
額
で
の
影
響

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　

本
町
で
は
、
全
体

で
約
３
０
０
万
円
の
減
、

支
給
す
る
職
員
が
１
６
０

人
余
り
な
の
で
、
平
均
し

て
約
１
万
８
０
０
０
円
の

減
額
と
な
る
。

●
動
産
の
取
得

　

小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
１
人
に
１
台
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。

　

台
数
は
６
３
８
台
、
購

入
金
額
は
３
９
２
０
万
２

５
４
８
円
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問
　

児
童
生
徒
の
数
は

毎
年
変
動
す
る
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
台
数
管
理

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　

学
校
単
位
で
融
通

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

全
体
的
に
数
が
増
え
た
ら
、

新
た
に
購
入
す
る
。

問
　

購
入
費
は
、
ハ
ー

ド
だ
け
か
。
ソ
フ
ト
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

あ
ら
か
じ
め
仕
様

書
の
中
に
、
ソ
フ
ト
は

入
っ
て
い
る
。

問
　

保
証
期
間
や
故
障

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
　

５
年
間
の
保
守
と

保
証
に
な
っ
て
い
る
。
保

証
に
つ
い
て
は
、
５
万
円

ま
で
何
回
で
も
修
理
が
で

き
る
。
盗
難
紛
失
も
同
程

度
の
機
種
に
交
換
し
て
く

れ
る
。

問
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
町
の
財
産
だ
か
ら
、
保

護
者
と
の
間
で
借
用
の
契

約
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

児
童
生
徒
に
貸
し

出
す
こ
と
に
も
、
盗
難
、

紛
失
ま
で
保
険
で
対
応
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
、

保
護
者
と
の
契
約
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

問
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
を
す
す
め
る
に
は
、
授

業
の
形
態
が
変
わ
る
だ
ろ

う
し
、
指
導
す
る
先
生
方

へ
の
対
応
も
必
要
に
な
る

の
で
は
。

答
　

指
導
す
る
教
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
研
修
を

計
画
的
、
組
織
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
。問

　

各
家
庭
の
ネ
ッ
ト

環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
繋

が
っ
て
い
な
い
家
庭
が
69

戸
あ
る
。
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ル
ー

タ
ー
を
購
入
し
、
貸
し
出

す
。

●
議
員
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　

前
条
例
と
同
様
に
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
も
、
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
０
．
０
５
月
分

引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
固

定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

中
小
企
業
に
お
け
る
経

営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
地
域
経
済
牽
引
事
業

の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成

長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
条
ず

れ
し
た
こ
と
に
よ
る
省
令

名
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

第
２
回
臨
時
議
会

第
３
回
臨
時
議
会

第
４
回
定
例
議
会

こ
ん
な
質
疑
を

　
　行
い
ま
し
た

　10月５日に第２回臨時議会、11月27日に第３回臨時議会
が開かれ、動産の取得１件、条例の一部改正２件が提出され、
すべて原案のとおり可決しました。
　12月11日から12月17日まで第４回定例議会が開かれ、
条例の一部改正３件、補正予算９件が提出され、全て原案
のとおり可決しました。
　決算特別委員会で継続審査となっていた「令和元年度歳入
歳出決算認定」議案については、賛成多数で認定しました。
　所管の常任委員会に付託されていた請願１件は、不採択
としました。
　議会からは意見書１件を提案し、可決しました。
　一般質問は、７議員が行い、町執行部の取り組み等を問い
ました。

全て原案のとおり可決! !全て原案のとおり可決! !
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答
　

指
定
管
理
施
設
の

４
９
７
０
万
円
の
赤
字
に

つ
い
て
は
、
来
客
減
で
売

上
げ
が
減
少
す
る
な
か
、

雇
用
維
持
の
た
め
の
人
件

費
の
ほ
か
、
施
設
を
維
持

す
る
固
定
費
が
大
き
な
要

因
だ
。

　

想
定
外
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
協
定
書
に
基
づ
く

協
議
の
な
か
で
、
指
定
管

理
者
側
が
２
分
の
１
を
負

担
す
る
と
の
提
案
を
受
け
、

町
も
２
分
の
１
を
負
担
す

る
と
の
考
え
で
あ
る
。

問
　

指
定
管
理
者
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
で
の
国
か
ら

の
支
援
制
度
、
町
か
ら
の

支
援
制
度
も
使
い
に
く
い

状
況
だ
。
今
回
の
２
分
の

１
追
加
で
十
分
な
の
か
。

　

今
後
、
契
約
の
際
、
協

定
書
の
見
直
し
が
必
要
な

の
で
は
。

答
　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
収
入
減
少
は
、
指
定

管
理
者
の
責
任
で
は
な
い
。

基
本
協
定
書
に
つ
い
て
は
、

甲
乙
協
議
し
て
指
定
管
理

者
が
決
め
る
形
に
な
っ
て

い
る
。
町
と
指
定
管
理
者

と
が
話
し
合
い
を
も
っ
て

お
互
い
が
合
意
す
る
手
続

開
始
さ
れ
た
ら
、
町
が
接

種
準
備
を
す
ぐ
に
で
も
整

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
準
備

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
。

問
　

宿
泊
施
設
等
指
定

管
理
と
し
て
の
２
４
８
５

万
円
の
委
託
料
に
つ
い
て
、

一
般
の
観
光
業
、
飲
食
業

も
同
じ
よ
う
に
困
っ
て
い

る
な
か
で
、
説
明
出
来
る

の
か
。

延
滞
金
等
に
関
す
る
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
延
滞
金

の
利
子
の
割
合
及
び
「
特

例
基
準
割
合
」
の
名
称
を

改
名
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）　

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
１
１
９
万
３
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７
億
８

７
３
４
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
持
続
化

支
援
金
の
追
加
、
宿
泊
施

設
等
指
定
管
理
委
託
費
の

増
額
、
２
カ
所
の
水
路
改

修
整
備
工
事
、
公
有
財
産

の
積
立
金
等
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

問
　

旅
行
商
品
造
成
支

援
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

感
染
拡
大
す
る
中
で
、
町

の
意
思
と
し
て
一
旦
中
止

し
た
方
が
明
確
で
は
な
い

か
。答

　

観
光
業
者
、
産
品

販
売
所
出
品
農
家
に
大
変

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
個
人
所

得
課
税
の
見
直
し
に
伴
う

軽
減
判
定
所
得
基
準
の
見

直
し
等
に
合
わ
せ
た
規
定

の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問
　

具
体
的
に
説
明
し

て
ほ
し
い
。

答
　

軽
減
判
定
所
得
の

算
定
に
お
い
て
、
基
礎
控

除
相
当
分
の
基
準
額
を
現

行
の
33
万
円
か
ら
43
万
円

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

被
保
険
者
の
う
ち
一
定
の

給
与
所
得
者
と
公
的
年
金

等
の
支
給
を
受
け
る
者
の

合
計
か
ら
１
を
減
じ
た
数

に
10
万
円
を
乗
じ
て
得
た

金
額
を
加
え
る
こ
と
と
し

た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
及
び
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、

好
評
な
当
事
業
は
、
商
品

造
成
に
約
半
年
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
収
束

で
環
境
が
整
っ
た
時
す
ぐ

動
け
る
よ
う
、
こ
の
時
点

で
予
算
化
し
て
お
き
た
い

の
が
計
上
理
由
で
あ
る
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
説
明
を
。

答
　

国
に
よ
る
接
種
が

き
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問
　

米
寿
の
写
真
撮
影

謝
礼
記
念
品
、
白
寿
の
祝

金
な
ど
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
。

答
　

毎
年
９
月
頃
に
88

歳
、
99
歳
に
な
ら
れ
る
方

の
お
祝
い
と
し
て
行
っ
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
密
接
す
る
の
を
遠
慮
さ

れ
た
こ
と
な
ど
で
減
額
し

た
。問

　

ふ
る
さ
と
納
税
業

務
委
託
料
が
８
７
０
万
円

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
　

主
に
は
返
礼
品
代
、

サ
イ
ト
へ
の
業
務
委
託
料
、

送
料
が
含
ま
れ
る
。

　

寄
付
額
１
５
０
０
万
円

補
正
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
58
％
を
委
託
料
の
経
費

と
見
込
ん
で
計
上
し
た
。

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
い
く
ら
か
。

答
　

12
月
13
日
現
在
で

２
１
０
０
万
円
余
り
の
寄

付
額
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

持
続
化
支
援
金
を

申
請
し
た
事
業
者
は
、
ど

ん
な
分
野
で
何
件
申
請
し

て
い
る
の
か
。

指定管理施設（中津荘周辺）
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答
　

全
体
で
２
６
２
件

の
申
請
だ
。
内
訳
は
個
人

が
２
２
６
件
、
法
人
が
36

件
と
な
っ
て
い
る
。
業
種

別
で
は
、
農
林
業
が
高
く

34
％
、
建
設
業
が
25
％
、

次
い
で
宿
泊
業
、
飲
食

業
が
12
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
本
庁
、

支
所
へ
の
来
庁
者
へ
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
　

来
庁
者
に
つ
い
て

は
、
入
り
口
に
消
毒
液
を

置
い
て
い
る
程
度
で
検
温

し
て
い
な
い
。

　

会
議
の
参
加
者
に
は
、

会
議
前
に
非
接
触
型
体
温

計
で
検
温
し
て
い
る
。
手

指
消
毒
と
マ
ス
ク
着
用
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問
　

検
温
サ
ー
マ
ル
カ

メ
ラ
の
仕
様
と
管
理
に
つ

い
て
。

答
　

機
械
に
設
定
し
た

体
温
を
超
え
た
方
が
来
庁

し
た
ら
音
声
で
警
告
す
る
。

そ
の
と
き
は
、
職
員
が
来

庁
者
の
体
調
を
聞
き
と
り
、

対
応
す
る
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
介
護
・
障

害
者
福
祉
施
設
支
援
金
の

使
途
は
。

答
　

町
内
の
介
護
事
業

所
の
６
事
業
所
と
、
障
害

者
福
祉
施
設
３
事
業
所
に

支
援
す
る
も
の
。

　

内
訳
は
、
利
用
者
と
職

員
数
で
１
０
０
人
を
超
え

る
事
業
者
に
は
30
万
円
、

そ
れ
以
下
に
は
20
万
円
を

支
援
す
る
。
３
事
業
者
が

30
万
円
、
６
事
業
者
が
20

万
円
と
な
る
。

　

今
回
、
特
に
感
染
対

策
と
し
て
、
換
気
の
設

備
、
密
接
を
防
ぐ
テ
ー
ブ

ル
と
か
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
よ
う

な
設
備
、
備
品
へ
の
活
用
、

自
費
診
療
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
費
用
に
も
活
用
で

き
る
。

問
　

妊
婦
付
添
人
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
助
成
金
を
受
け
ら

れ
る
付
添
人
の
規
定
は
ど

う
な
る
の
か
。
通
知
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
　

出
産
に
付
き
添
う

配
偶
者
と
か
親
戚
と
か
も

含
め
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

対
し
て
７
割
で
１
万
５
千

円
を
限
度
に
助
成
す
る
。

本
人
宛
て
に
個
別
に
通
知

す
る
。

問
　

小
中
学
校
の
就
学

援
助
費
で
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
収
入
が
減
っ
た
家
庭

は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は

考
え
に
く
い
。
今
回
転
校

生
も
あ
り
、
途
中
の
申
請

が
あ
っ
た
。
最
初
の
見
積

も
り
と
積
算
で
違
い
が
出

る
た
め
、
増
減
が
生
じ
る
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
17
万
４
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
14
億
７
２

６
３
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

内
容
は
、
川
上
・
寒
川

両
診
療
所
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
と
し
て
計
上
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
賛
成
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
川

上
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
万
４
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
１
億
４
３

６
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
職
員
手
当
等
の
調

整
と
し
て
、
計
上
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　

（
賛
成
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
寒

川
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
15
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
６
１
９
４
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
職
員
手
当
等
の
調

整
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
１
カ
月
分
の
人
件
費
と

し
て
、
計
上
す
る
も
の
で

す
。

（
賛
成
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
22
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
２
億
９
４
０
３

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委

託
料
と
し
て
、
計
上
す
る

も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

保
険
料
減
免
措
置
に
対

す
る
国
庫
補
助
金
を
歳
入

し
、
そ
の
分
の
第
１
号
被

保
険
者
保
険
料
を
減
額
す

る
と
と
も
に
財
源
更
正
を

行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

検温サーマルカメラ
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吉本 賢次 議員

小畑 貞夫 議員

原　 孝文 議員

堀　 辰雄 議員

入口 　誠 議員

龍田 安廣 議員

山本 喜平 議員

質問者 質 問 事 項

７議員が13項目の質問を行いました。

一般質問町政の
　今を問う
町政の
   今を問う！！

A
Q　編集委員会は議員の半数６人で編成し２年交代です。編集は毎議会ごとに行っています。　まず表紙の写真を決め続いて紙面の概要を検討します。その後議会の質疑応答や一般

質問の内容・写真等を決めていきます。
　陳情・請願があれば、審査の経過・結果を報告します。意見書や議員研修、視察等に
ついてもその都度掲載します。最後に編集後記として、その時々の想いを担当委員が
東西南北として載せます。
　レイアウトや誤字脱字に十分注意しながら、少しでもわかりやすく読みやすい議会
だよりにするよう頑張っています。

・町長一期目の総括と二期目の意欲、決意は

・コロナ禍における町内への影響調査と行政のリーダーシップは

・本町の町章、町の花・木・鳥、町民憲章の普及について、
　愛郷心を高める取組を進めるべきでは

・気象警報発令の細分化を

・水害ハザードマップの活用は

・県の高等学校再編計画への対応は

・町道土生下出線拡幅について

・来年の町長選挙は

・有害鳥獣被害の対策は

・ふるさと納税について、２期目の公約に入れてはどうか

・有田養鶏協同組合が放置した死鶏と鶏糞の処理の見通しは

・第８期介護保険料は引き上げない施策を

・学校統廃合の考え方は

６

６～７

７～８

８

８～９

９～10

10～11

議会だより「ひだか川」の編集

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）　

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
３
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
３
億
３
７
５
１

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
職
員
手
当
等
の
調

整
と
し
て
、
計
上
す
る
も

の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
寒
川
財
産
区
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
59
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
２
３
０
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
林
道
開
設
事

業
に
伴
う
立
木
補
償
代
金

を
基
金
に
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

職
員
異
動
に
伴
う
職
員

給
料
等
の
調
整
及
び
人
事

院
勧
告
に
伴
う
職
員
手
当

等
の
調
整
と
し
て
、
１
８

５
万
４
千
円
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）


